




















































































































































崩壊A 崩壊B 崩嬢C 崩壊D 崩壊E
崩壊タイプ 深層崩壊 深層崩壊 表層崩壊 表層崩壊 表層崩壊
高さ 80m 75m 95m 45m 57m 
中高 86m 60m 12m 5m 27m 
水平距離 101m 97m 128m 58m 77m 
原地形の傾斜 38。 38。 37。 37。 37。


























中央の全体を収めた衛星写真は，土石流発生の3日後の撮影（Googl巴 earthの2011/9/7), 1-9 













































































期のものを使用したが， 写真 11の路面と側溝からは土石流堆積物が片付けられ，写真 12と14
は一部に磯を移動して作業用の道が作られているので，堆積物の移動に注意する必要がある．
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石流の発生形態に関する武居（1980）の5分類のうちの③「渓床上の堆積土砂が，豪雨な
どによる異常な洪水流によって急激に移動を始めて土石流となり，さらに渓岸を侵食して
多量の土砂を加えながら流下する場合」や，高橋（2004）の3分類のうちの「渓床堆積物
の侵食によって発生・発達する土石流」に類似する．しかし，上記のように河床勾配とし
ては土石流の発生域でも流下域でもない堆積域にあたるところで新たに発生していること
から，これらとは具なるタイプの土石流と考えざるを得ない．この土石流の元となった堆
積物は，合流点付近の一部については旧妙法鉱山関連の施設を建築する際の整地により多
少動かされた可能性が高いが，ほぽ全域にわたって粒径が lm弱の中型巨礁が主体である
ことから全体としてmEJk堆積物ではなく旧土石流堆積物と判断される．それらが一旦安定
的に堆積した後に，別の土石流に巻き込まれていないにもかかわらず流動化している．石
磯型土石流はマクロに見た場合ピンガム流動を示し（奥田ほか， 1977），ある勇断応力以
下になると停止し，停止・堆積した後には脱水が起こり，さらに流路になったところでは
流水によって細粒物質が選択的に除去され，粗粒物質問土のかみ合いが強くなり降伏値が
高くなると考えられる．このためと考えられるが，土石流堆積物の末端部の繍頃斜面での
再流動化の例は報告されていない．
しかし，金山谷川｜のような小川レベルの阿川で、は流水作用は極めて限定的で，細粒物質
はほとんど除去されず，加えて他の土石流堆積物と比較して著しく球形度が高いコアスト
ーン主体の堆積物では，再び十分な水を含んだ状態になれば元の降伏値に戻り，直近で停
止した土石流による僅かな衝撃や何床への荷重で再び流動化するのではないかと考えられ
る．このような再土石流化という現象とそのメカニズムについては先行研究がないので、今
後の課題であるが，本研究では暫定的に“再流動化土石流”と呼ぶことにする．
この再流動化土石流は， 2011年9月の台風12号で大きな被害を出した那智川｜本流の市
野々地区～井関地区にかけての広い範囲と周辺の緩傾斜の末端部を持つ支流では，士石流
図9 緩勾配の河床周辺で発生した“再流動化土石流”
（左）那智川の支流鳴子谷川の下流部の破壊された堰堤．流路内も破壊されているが中に巨礁は少
なく，左右の護岸は流路の外側にあった旧土石流堆積物が基盤までの深さで再流動化して押し潰し
たり，脱け落ちて支えを失ったために破壊されている．
（右）市野々地区の那智川本流の洗掘の跡．畑の表面は現状が保たれていて土石流の痕跡は全くな
いが，地表から数十cm～1.5m程度の深さにある旧土石流堆積物が広範囲に流動化して畑が失われ
ている同じメカニズムで市野々地区の比較的低位の場所では田畑や宅地が巨磯を主体とする堆積
物の再流動化により広範囲にわたって流失した．
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矢印種類服店：発生域い～
図 10 金山谷川の斜面崩壊・土石流の発生・流下・堆積過程
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